



する。時令思想は多様に発展した古代中国の思想のひとつである。これは一年四季の性質にそって政治を行っていくという思想この時令とは季節に合わせて政治を行っていくとされて るため、そのようなことが本当に行えるのか興味を持ったのである。そこでこの戦国時代から漢代に渡って盛行したという時令とは、どうものだったのか、どのよう 存在していたのか、疑問に感じたこを探究したいと思 。
まず、第一章では、時令に関する基本的な情報を挙げたのち、他
の思想と時令が結びついていく過程を見る。時令思想は、五 思想・天人相関思想・災異思想などと関連がある。その三つ 思想が時令とどのように結びついたかを、 『呂氏春秋』以前の文献をもとに考察していく。
第二章では、 『呂氏春秋』における時令と、諸子百家の思想との




























書の成立は秦の時代であり、秦の宰相であった呂不韋によって動員された学者に著作編纂させたものとされている。諸子百家の論説を網羅した、一種の百科全書的著作である。時令思想が説かれる は「十二紀」においてである。春夏秋冬をそれぞれ三分し、孟春から季冬までの十二巻からなり、その各巻の首篇が時令を記している。内容は、十二ヶ月それぞれ おける天文気候などの状況、それに対応した人の為すべき宮中 諸行事 国家の政事、農事 指示などが列記されている。特に注目したところは違令 災について述べる点であり、その季節に従うべき政令を執らなかった場合 災厄が生じ というものである。この時令がどのような過程を経て十二紀に至ったかをこの章で取り上げたいと思う。
まず、 『呂氏春秋』 成立以前の時令を考える。 時令の原型は 詩経』







できない木・火・土・金・水の五つの元素が、一定の法則に従って循環交代するという考え方である。のちにこ 中国 歴代王朝の交替に当てはめて変遷の順序を理論づけたり、季節・方角・色など、様々なものに配当されるようになったりするなどして発展していく。漢代では陰陽説とも結びつき、盛んになった思想である。十二紀の時令には、五行説によって万物に が配当されている。孟春の例を見ると、






























完成した。しかし、農事暦は四季の推移に従って、それにともなう仕事を行うものである 、四季の推移と五行の運行は数において結びつきにくいも がある。いったい時令と五行が近づいていったのはなぜだろうか。その理由として、違令の災 見られるような時令の神秘性は五行思想の れに通じるものがあった、と った要因も
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これは孟春の違令の災である。季節に合わない政策を行うと右記の通りの災害が起こると述べる。これは、君主の行為が適当でないため、天が警告の意味を込めて災害を起こしているという解釈が きるだろう。 こでもうひとつ注目したいのが、違背したときに起こる災害についてである。第二節でも取り上げた 『管子』幼官篇の違令の災を見ると、 「春に冬政を行へば肅み、秋政を行へば霜ふり、夏政を行へば閹がる。 」といったように、具体的な災害は からない。しかし、これを見る とで、十二紀 時令が整備された状態だと読み取ることができ の また、災異思想は『春 』に記載される 災異の記事を解釈する学問である春秋公羊学とも関連がある。この災異とは、日食・地震・旱魃・火事・洪水などであり、詳しい災害の記述 表れが 災異思想 影響を幼官篇よりも強く受けていることと言える。とにかく、時令 天人相関思想と強く結びついていることは前述の通りであ 。その天人相関思想を基盤にしている災異思想も時令に影響を及ぼすというこ は十分に考えられる。
以上、時令と五行思想・天人相関思想・災異思想の結びつきを考










氏春秋』全体には明確な編纂意識が伺えるが、十二紀においてもそれを伺うことができる。一巻に五篇あり、その首篇が時令であるから、それ以外は直接的に時令とは関わりがないように見える。しかし、やはりつながりもあったと見るのが妥当だろう。これまで存在していた多様な思想をひとつ ま めたものが『呂氏春秋』であるから、記述されている内容は諸子百家いずれか 思想に当てはまるのではないか。ここでは、各巻の時令以外の篇が時令とどのように関係するか、季節の時令との関係も含めて触れていきたい。
まず、孟春・仲春・季春からなる春 三巻について見ていきたい。
春は万物が芽吹くとき、生み出さ 季節である。全体 しては、所々に諸子百家 言説が見えるものの、養生思想に関して述べられている。諸子百家の言も養生に関するも が多く、養生 関係する言を取り込んだと思われる。春は万物が芽吹く季節であり、生命を尊ぶ時期である。そのため、季節の持つ性質に合わせて、己の心身を大切にする養生思想を集めたのだろう。
次に、夏の三巻について見ていきたい。夏は万物が生長す 季節
である。孟夏・仲夏・季夏それぞれに続く篇と時令との関係性があるか考察していく。全体としては、孟夏 おいては学問論が一貫しており、続く仲夏・季夏は音楽論が集めら て説かれて る 学問・音楽とあることから、儒家説の性格が強く表 ていると見とができる。どちらも自己を磨く、修養するという点で、万物が成
長するという夏の性質に対する配慮も少しは見られるのではないか。ここでも春 同様に、時令 して一定の配慮 てとれる。
次に、孟秋・仲秋・季秋からなる秋の三巻について考察していく。
秋は万物が枯死する季節である。全体としては、兵戦に関して説かれたものが集められている。こ うち、季秋のみ戦勝の秘訣に関して説かれていないが、そのことを含めて、君主や人の心構えを述べたものと解釈すれば、多少の関連は見えるだろう。例外もあるが、秋の紀において兵戦に関する篇が多く見られ ことは、万物が枯死する季節である秋を意識してのことだと思われ 。
次に孟冬・仲冬・季冬からなる冬の三巻について考察していく。
冬も死に因んだ季節である。全体としては、その趣旨を説いた篇が比較的多く見られる。孟冬では葬儀 説かれたものがあり仲冬・季冬では義のためには死をも厭わ 士について述べられいるものがある。一貫して同じと うわけではないが 死と関わりがあるものが多いようである。
以上、十二紀の時令以外の篇をまとめてきた。四季それぞれの時
令に、すべての篇が関係するとは言えないが、相当時令に合わせた編纂となってい ことは明確である。やはり、時令の後に配置篇に、全く関係のな 内容を盛り込む いっ こと ないようであった。時 を軸に、それを遵守す という思想がある 言えるのではないか
では、時令が各巻の首篇に配置された理由について少し考え み
たい。 『呂氏春秋』は、 『史記』呂不韋伝にあ よ に、当時数千の食客をかかえた諸国に対し 秦が強国である に及ばな ことを羞じて、多数の食客を招き、彼らの様々な知識をもって編纂させたも
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時令の集大成のような様相を持ち、完成された意義 述べてきた。しかし、この『呂氏春秋』十二紀の存在も、時令思想につい も、漢代以降は廃れてしまったようである。これほどま の著作が後世あまり顧みられなかった はなぜだろうか
時令に関する文献は、 『呂氏春秋』成立後では、十二紀の時令を






















逆らえば滅ぶとされているが、未だその例を見ないと述べているのである。時令に従わなく も災害が起こらないというこ が続けば時令の信憑性は揺らいでくる。時令には実用性がないとわかれば、実際に適用するにも説得力がない。そういうこと 繰り返されたことで、時令は衰退の道を辿ったのだろう。また、天人相関思想 どの思想が残っていること 、天道の常法はその まで失ってはならないとする、続く文章か も理解できる。つまり時令はその大綱承認するこ はできても、これが思想界を牽引するには足りないとするのであ 。これは、 『史記』を著した司馬遷の思想も考慮しければなら が、時令に対する批判 とっていいだろう。 『史記』編纂当時からこのような批判があったのでは、後世の時令の衰退もうなずける。
終章
これまで、時令思想が発展してきた過程、完成形においての意義、




に様々な思想と時令を関連付けた、編纂意識があったということを考察してきた。諸子百家の言説を網羅した『呂氏春秋』にお て、効率よく編纂するために時令を効果的に配置したのでないかと述べた。事実、十二紀の時令を記した首編に続く篇には、季節の時令に沿っ もの、季節の持つ性質に沿っ ものが多 見ることができたし、首篇に配置されていることで、当時の時令 占めた地位もそう低くはなかったと見ることができる。
第三章では、一時期盛行した時令思想も、時代が下るとともに凋
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